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序　　文
京都市内には、いにしえの都平安京をはじめとして、数多くの埋蔵文化財包蔵地（遺跡）

が点在しています。平安京以前にさかのぼる遺跡及び平安京建都以来、今日に至るまで

営々と生活が営まれ、各時代の生活跡が連綿と重なりあっています。このように地中に埋

もれた埋蔵文化財（遺跡）は、過去の京都の姿をうかびあがらせてくれます。

公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、遺跡の発掘調査をとおして京都の歴史の解明

に取り組んでいます。その調査成果を市民の皆様に広く公開し、活用していただけるよう

努めていくことが責務と考えています。現地説明会の開催、写真展や遺跡めぐり、京都市

考古資料館での展示公開、小中学校での出前授業、ホームページでの情報公開などを積極

的に進めているところです。

このたび、施設整備事業に伴う平安京跡・御土居跡の発掘調査について調査成果を報告

いたします。本報告の内容につきましてお気づきのことがございましたら、ご教示賜りま

すようお願い申し上げます。

末尾になりましたが、当調査に際しまして多くのご協力とご支援を賜りました関係各位

に厚く感謝し、御礼を申し上げます。

令和７年２月

公益財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　井　上　満　郎



例　　言

１	 遺　跡　名	 平安京跡・御土居跡　（京都市番号　23Ｈ102）

２	 調査所在地	 京都市下京区朱雀分木町19番２の一部　他

	 	 （京都市中央卸売市場　関連５号棟跡地）

３	 委　託　者	 京都市　代表者　京都市長　門川大作

４	 調	査	期	間	 2023年９月25日～2024年１月31日

５	 調	査	面	積	 583㎡

６	 調査担当者	 小檜山一良・松吉祐希・布川豊治・渡邊都季哉

７	 使	用	地	図	 	京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）「島原」を参考にし、作成

した。

８	 使用測地系	 	世界測地系　平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位（ｍ）を省略した）

９	 使	用	標	高	 	T.P.：東京湾平均海面高度

10	 使用土色名	 	農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

11	 遺	構	番	号	 通し番号を付し、遺構の種類を前に付けた。

12	 遺	物	番	号	 	種類ごとに通し番号を付し、写真番号も同一とした。土器類は番号のみと

し、瓦類は「瓦」、木製品は「木」、金属製品は「金」を前に付けた。

13	 本	書	作	成	 小檜山一良：１～４、５－（１）

	 	 松吉祐希：５－（２）

	 	 岡田麻衣子：４－（３）

	 	 付章１：関　晃史（当研究所）・丸山真史（東海大学人文学部）

	 	 付章２：株式会社パレオ・ラボ

14	 備　　　考	 	上記以外に調査・整理ならびに

本書作成には、調査業務職員及

び資料業務職員があたった。

（調査地点図）
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平安京右京七条一坊一町跡・御土居跡

１．調査経過

（１）調査に至る経緯（図１）

調査地は、京都市下京区朱雀分木町19番２の一部他（京都市中央卸売市場関連５号棟跡地）に所

在しており、平安京右京七条一坊一町跡・御土居跡にあたる（図１）。

当地に京都市中央卸売市場第一市場施設整備事業が計画され、2023年度に京都市文化市民局文

化芸術都市推進室文化財保護課（以下、「文化財保護課」という）が試掘調査を実施し、御土居の

堀を検出している。これにより、文化財保護課から原因者に対し発掘調査の指導が行われ、公益財

団法人京都市埋蔵文化財研究所が委託を受けて発掘調査を実施することとなった。

今回の調査では、試掘調査や既往の周辺調査の成果から、１面の遺構面を想定し、御土居の堀の

検出、それに伴う遺物の確認を目的とした。
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図１　調査地位置図（１：5,000）



（２）調査の方法と経過（図２～10）

調査区は文化財保護課の指導の下、敷地内北部に１区、南部に２区・３区を設定した。調査面積

は１区：7.8ｍ×35.3ｍ、２区：7.8ｍ×18.6ｍ、３区：7.8ｍ×20.8ｍ、計約583㎡となった。調査

は１区から開始し、２区、３区の順に

行った。

2023年10月２日から１区の重機掘削

を開始した。地表下約1.6ｍ（標高約24.7

ｍ）で御土居の堀を検出し、遺構の掘削

は人力で行った。１～３区で、御土居の

堀底部、３区では堀の西肩付近を検出し

た。調査中の排土は、敷地内に仮置きし

た。各調査区とも調査後に重機により埋

戻しを実施した。2024年１月31日にす

べての調査を終了し、撤収した。

遺構の記録は、オルソ測量を含む実測

図を作成し、随時写真撮影を行った。

調査中は適時、文化財保護課の検査・

指導を受けた。11月18日・12月11日に

は、検証委員の滋賀県立大学佐藤亜聖氏

の検証を受けた。

普及啓発事業として、2023年11月８

日に中学生チャレンジ体験、11月11日

に親子発掘体験を現場で受け入れた。ま

た、12月20日には調査成果を広報発表

した。

調査と整理に当たっては下記の方々か

ら御指導・御教示を賜りました。記して

謝意を表します。（敬称略、五十音順）

網	伸也、市川	創、岩崎奈緒子、江浦	

洋、岡寺	良、尾下成敏、國下多美樹、鋤

柄俊夫、高田	徹、谷	徹也、辻	康男、戸

塚和美、中居和志、中井	均、中西裕樹、

中村武生、西山良平、平尾政幸、福島克

彦、松井一明、森島康雄、横田冬彦
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図２　調査区配置図（１：800）
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図３　１区調査前全景（南から） 図４　１区重機掘削状況（北から）

図５　１区作業状況（南東から） 図６　２区調査前全景（南から）

図７　３区調査前全景（北から） 図８　中学生チャレンジ体験（南から）

図９　親子発掘体験（東から） 図10　広報発表（北から）



２．遺　　跡

（１）歴史的環境と立地

調査地は、平安京跡・御土居跡にあたる。北側の１区は、平安京右京七条一坊一町跡の北部中

央、南側の２・３区が南部中央にあたる。いずれも東側が朱雀大路に面した坊城の地で、北を六条

大路、西を西坊城小路、南を左女牛小路に画される。

調査地である右京七条一坊は、史料によると、三・四町、九・十町、十三・十四町で施設利用が

確認できるが、今回調査区が位置する一町の居住者は不明である。三・四町には『拾芥抄』西京図

によれば、外国使節を迎えるための西鴻臚館が存在している。九・十町には、11世紀に権中納言源

経信の所領が存在した。また、十三・十四町の両町は『拾芥抄』西京図によれば、西市の外町で

あった。

御土居は、天正19年（1591）に豊臣秀吉によって築かれ、洛中を囲む土塁と堀によって構成さ

れる。東は鴨川、西は紙屋川、北は鷹峯、南は東寺に至る東西約3.5㎞、南北約8.5㎞、総延長22.5

㎞にわたる。今回の調査区は、御土居の堀の西辺南部にあたる。なお、「御土居」という呼称が定

着したとされるのが江戸時代で、築造当時は「土居堀」・「惣堀」・「京廻ノ堤」などと称されてい

た。

（２）周辺の調査（図11、表１）

調査地周辺では、これまでに中央市場やその西側に広がる京都リサーチパークの開発、北に通る

五条通の拡幅に伴い、多くの調査が行われてきた。

周辺では、西坊城小路より西側では、縄文時代から古墳時代の川や湿地が検出されていた。今回

の調査地南側では古墳時代から奈良時代の流路が初めて検出された（SM５）。

平安時代前期の遺構としては、調査区の東側で、朱雀大路西側溝、路面、七条坊門小路北側溝が

検出されている（SM６）。西側では、皇嘉門大路の東側溝、築地溝が検出されている（XD１）。北

側に当たる右京六条一坊三町や、北西方向の六町でも掘立柱建物、井戸、土坑が検出されている

（XF８・13、SM10・14・15）。南西方向の七町では、皇嘉門大路東側溝、築地跡、内溝が検出され

ている（SM11）。同じ南西方向の十五町では、掘立柱建物、柵、井戸、西櫛笥小路西側溝が検出さ

れている（YN１）。北西に位置する右京六条一坊五町では、１町の４分の３ほどが調査されている

（XF２）。この調査では、大規模な掘立柱建物群や井戸を検出しており、１町規模の邸宅の存在が

明らかとなっている。また、右京六条一坊十一・十二・十三・十四町では、掘立柱建物や門、柵、

井戸を検出しており、４分の１町から半町ほどの中規模邸宅があったと考えられる。このように、

調査地周辺は平安時代前期には大・中規模の比較的大きな邸宅が存在していたが、平安時代中期

になるとほとんど遺構が確認されず、周辺は衰退したようである。

その後、平安時代後期から鎌倉時代になると、皇嘉門大路の東側では再開発が行われたようで、
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楊梅小路や西坊城小路の側溝が掘削され（XF７・８・10・13・14・17・18、SM10）、右京六条一

坊三・五町では井戸や楊梅小路に開く門（XF２、SM10）を、六条一坊二・三町では掘立柱建物

（SM５）を、六条一坊五町では多数の井戸（XF２）を、六条一坊六町では掘立柱建物や井戸、地

業や御堂、楊梅小路に開く門、園池、（XF２・８・９・19）を検出している。七条一坊一・二町間

では、左女牛小路南北両側溝、朱雀大路西側溝を検出している（SM６）。七条一坊九町北では、鎌

倉時代の六条大路路面を検出している（調査XF20）。一方で、平安時代前期には建物が数多く確認

されていた右京六条一坊十一・十二・十三・十四町では、顕著な遺構は検出されていない。

室町時代以降は、耕作地化したと考えられ、耕作に伴う溝（SM10）や、井戸（SM１・２）など

を検出している。

安土桃山時代には、天正19年（1591）に、豊臣秀吉により御土居が右京六条一坊二・三・四町、

七条一坊一町を縦断する形で築かれる。御土居の堀はXF13・17、SM５・14・15で確認されてい

る。御土居の堀埋没後は、近世から現代に至るまで耕作地となったようで、芹・水菜や地名を冠さ

れた「中堂寺大根」などの蔬菜の生産が行われていたようである
１）

。

近代に入ると、明治40年（1907）調査地の西側に島原競馬場、明治42年（1909）北西側に大阪

瓦斯京都工場が建設される。昭和２年（1927）には京都中央卸売市場が建設され、調査地はその一

部となり、現在にいたる。
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図11　周辺調査位置図（１：5,000）
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表１　周辺調査一覧表
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３．遺　　構

（１）基本層序（図12）

調査区は１～３区で、北側の１区と南側の２・３区は南北に約30ｍ離れている。調査区（１～３

区）の東辺と西辺には、深さ約1.4ｍの建物の基礎（コンクリート擁壁）が埋没しており、このコ

ンクリート擁壁を壁面として、その内部を調査した。調査区全面で堀１を確認している。

調査地の基本層序は上から、コンクリート擁壁（厚さ約1.4ｍ）、近現代の造成土（Ⅰ層：厚さ約

0.05～0.15㎝）、近世から近代の耕作土（Ⅱ層：厚さ0.1～0.2ｍ）、堀１の埋土（Ⅲ層：厚さ1.0～1.8

ｍ）、基盤層（Ⅳ層）である。３区では近現代の造成土を確認できなかった。２・３区の現地表面

の標高は、１区よりも約0.4ｍ低く、調査地は全体的に南に傾斜している。

（２）遺構（図版１～８・15～18）

堀１　１～３区で検出した御土居の堀である。１区は周辺調査の成果などから堀の中央部とみ

られ、３区では堀の西肩法面を検出した。東肩部は、以前の調査成果から調査区外の５～６ｍ東側

と考えられる。

堀の幅は東西7.8ｍ以上で、南北約77ｍ分を検出した。北でやや西に振れる傾きをもつ。３区南

部で検出した堀の西肩法面は、地山の粗砂層を掘り下げて形成されており、斜度はおおよそ30度
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図12　基本層序柱状図（１：50）



であった。粗砂層が崩れて堀に流れ込んでいる状況も明らかになった。

堀の底面には凹凸がある。また、堀の底面には南北・東西方向に地山の粗砂・砂礫層を掘り残し

て形成された畝状の高まりを検出した。畝状高まりは、１区では東西方向に５条、南北方向は１

条、２区では東西方向に６条、３区では、東西方向に４条確認した。畝状高まりは、断面はカマボ

コ形を呈しており、上面幅0.2～2.0ｍ、下面幅0.8～4.0ｍで、高さ0.2～1.0ｍである。東西方向の

畝状高まりの間隔は、１区南半と２・３区の2.0～4.0ｍの比較的狭い部分と１区北半の約７ⅿの広

い部分とにわかれる。堀の深さは最深部で約1.8ｍ、畝状高まりの頂部までは1.0ｍと、場所によっ

て異なる。

堀の埋土は、大きく３層（上層、中層、下層）に分けられる。２・３区では、下層は堀の底部か

ら畝状高まりのおよそ上面までの厚さ0.5～0.7ｍ、中層は畝状高まりの上面から木製品をやや多く

含む黒色粘土層までの厚さ0.7～1.1ｍ、上層は木製品を多量に含む黒色腐植土から耕作土層下面ま

での厚さ0.2～0.3ｍである（図版６・７　２区・３区東壁）。下層では、畝状高まりの裾部や堀底

部に、粘土～細砂（東壁23・24、37・38層）を確認した。これらは掘削直後の初期堆積とみられ

る。基盤層と堀１埋土との境界には、にぶい黄橙色～灰黄褐色のシルト～粘土（図版２・３－35

層、図版４－15層、図版５－22層、図版６・７－32層）が堀の底面を覆うように薄く堆積してい

た。これは、地中の地下水位が近現代に低下することで、粗砂・砂礫からなる基盤層が空気に触れ

酸化、粘土からなる埋土との層界に鉄分が沈着し硬化したものとみられる。

東西方向の畝状高まりには、修復痕が確認された部分がある（東壁33層）。畝状高まりの頂部を

除く両斜面には、粘土ブロックを含んだ砂礫層が裾部にかけて厚くなるように貼り付けられてい

る。掘削後の間もない時期に水の浸食により崩れた部分を補修していた。畝状高まりの間の凹みに

は、畝状高まり頂部が埋まるほど厚くオリーブ黒色粘土や黒褐色粘土（東壁13～17層）が堆積す

る。中層では、畝状高まりはほぼ確認できない状態となり、その上面に砂や粘土（東壁５～８層）

が堆積する。８層の細砂層は上流からの流れ込みと考えられる。上層では、木製品を多量に含む腐

植土層が堆積し、堀はほぼ埋没する（東壁３・４層）。自然科学分析によると、５・６層と９層の

間に堀内の水域環境に変化が生じた結果、水位が上昇した可能性がある（付章２参照）。このこと

から水位は徐々に上がっていったとみられる。
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表２　遺構概要表



４．遺　　物

（１）遺物の概要（表３）

今回の調査では、遺物整理用コンテナ52箱分の遺物が出土した。内訳は、土器類・土製品・瓦類

が24箱、木製品・金属製品・動植物遺存体などが28箱である。

遺物の大半が堀１から出土した。堀１の上・中層からは木製品が多量に出土したが、下層からは

木製品・土器類ともに出土量は少なかった。また、土器類・瓦類は、江戸時代のものは少量で、小

片ではあるが平安時代前期のものが多くを占めている。

土器類には、土師器・須恵器・黒色土器・灰釉陶器・緑釉陶器・輸入陶磁器・瓦器・焼締陶器・

施釉陶器・染付磁器・青磁がある。平安時代の土器類は、ほとんどが堀１からの出土で混入品であ

る。

瓦類には、丸瓦・平瓦がある。

木製品には、木簡・漆器椀・箸・皿・容器・櫛・人形・毬・木栓・下駄・付札・部材・用途不

明品など多くの種類がある。

金属製品には、銭貨・剣がある。

動植物遺存体には、骨・貝・種実・竹などがある。

以下、遺物の種類ごとに概要を述べる。出土土器の時期は、平尾政幸氏の編年に拠る
１）

。

（２）土器類・土製品（図版19、図13）

堀１出土土器・土製品（１～６）　１は土師器皿Sである。口径10.5㎝、器高2.1㎝。内面底部に

凹線状の圏線がある。口縁部内外面ともにナデ調整、外面底部はオサエ調整である。11Ｃ段階とみ

られる。２区上層から出土。

２・３は青磁である。２は椀である。器高7.0㎝。高台の断面形はやや縦長の逆台形である。体

部は緩やかに立ち上がり、口縁端部は丸く収まる。体部下半は無釉で、釉の色調は灰白色を呈す
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る。３は天目台である。口径5.2㎝、皿部径

13.8㎝、底部径6.0㎝、器高9.4㎝。脚部は内

傾気味に立ち上がる。皿部は浅手で、端部は

肥厚する。天目椀をのせる受け部は、口縁部

が大きく内傾して、端部は丸く収まる。受け

部の上端にはヘラによる凹凸の装飾を施す。

皿状の内面底部には花文の陰刻を施す。高台

底面以外に施釉する。釉の色調は明緑灰色を

呈する。高台端内側にはハナレ砂が残る。17

世紀中期とみられる。ともに波佐見の製品で

ある。２は２区上層、３は１区下層から出土。

４は染付磁器瓶である。残存高7.1㎝。底部

を欠損する。いわゆる油壷である。胴部最大

径が低い位置にあり、内径しながら立ち上が

る。頚部は細く狭まり、口縁部は大きく外反

する。体部外面に呉須で簡易な草文を描く。

内面には漆が付着する。17世紀中期以降とみ

られる。肥前産。２区上層から出土。

５は施釉陶器椀である。器高7.6㎝。高台から体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部付近では上

方に伸びる。体部外面には、重ね焼きの痕跡が残る。高台底面以外に施釉する。高台端内側にはハ

ナレ砂が残る。釉の色調はにぶい黄褐色を呈する。唐津。17世紀末から18世紀前半とみられる。２

区上層から出土。

６は土製品である。おたふく面の型である。額・顎・頬骨が大きく凹み、目は細く表現される。

長さ6.9㎝、幅6.1㎝、厚さ2.5㎝。胎土は精良でにぶい黄橙色。伏見産。２区上層から出土。

（３）木製品（図版９～14・19～22、付表１）

木製品は、木簡・栓・櫛・蓋・椀・皿・棒などの生活に関するもの、人形・棕櫚箒・箆・刷毛な

ど生産に関するもの、その他用途不明など多量に出土した。すべて堀１からの出土であり、特に

上・中層からの出土が多い。これらは堀に廃棄されたものや別の場所で廃棄され、流されてきたも

のと考えられる。

木１は墨書のある容器底板で、外周側面には面取り状の傾斜がある。外面に２列で「×□	□ □
〔山ヵ〕

　　×基也」と記される。

木２～15は木簡である。そのうち短冊状のものが木２・３～５・７・11～15の10点、蒲鉾板状

のものが木６の１点、棒状のものが木８・９・10の３点。木取りは板取りと柾目取りのものと様々

であるが、全ての木簡は表面を削り出し、丁寧に調整している。
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図13　土器・土製品実測図（１：４）
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墨書の記述や型式については、『木簡学会』の凡例に従う。

木２は、片面に「×	 □
〔延ヵ〕

	□
〔寺ヵ〕
」と墨書が確認できる。両端部は欠損する。

木３は、片面に「□十二月」と墨書が確認できる。両端部は欠損する。他のものと比べ、薄い。

削り出されたものか。

木４は、片面に「×	□ □
〔二ヵ〕

百卅入」と墨書が確認できる。両端部は欠損する。

木５は、片面に円で囲んだ「□	□
〔一ヵ〕
」と墨書が確認できる。両端部と片側が欠損する。上部・下

部と円内に各１箇所の穿孔があり、上部の小孔には木釘が残存している。

木６は、片面に儒教思想の概念である「仁儀禮智信」と墨書が施される。文字の上端と下端には

文字を書く目安のような毛引き線が施され、墨書の上から両面に刃痕が格子状に残る。他のものよ

りも厚さが1.2㎝と厚めである。

木７は、片面に「□	□	□	□」と墨書が確認できる。両端部と片側が欠損する。

木８は、片面に墨書が確認できるが、文字は判読できない。片端部は欠損し、両側は木目に沿っ

て欠損している。

木９は、片面に墨書が確認できるが、文字は判読できない。両端部と両側が欠損する。

木10は、「文字不明」「□	□ □
〔院ヵ〕

		 」「南	□ □
〔阿ヵ〕

□	□	□」「文字不明」と４面に墨書が確認で

きる。下端部は欠損し、上部には小孔を穿つ。

木11は、片面に「□
〔養ヵ〕

	□	□生主水」と墨書が確認できる。ほぼ完存状態である。四隅をやや丸く

し、上端部左右に切り込みが施される。切り込み部分には、紐を縛った痕が残る。

木12は、片面に「□ □
〔打ヵ〕

		 」と墨書が確認できる。下端部と片側は欠損し、上部の角を切る。

木13は、両面に「いたミや□
〔満ヵ〕
兵へ」「　　八十文」と墨書が確認できる。「屋号と名前」「値段」

か。下端部の一部が欠損するが、ほぼ完存する。上部に１箇所小孔を穿つ。

木14は、両面に「□ □
〔専ヵ〕

十郎」「□」の墨書が確認できる。上端部が欠損する。

木15は、両面に「	 八右衛門」「	 □」と墨書が確認できる。両端部が欠損し、上部に小孔を１

箇所穿つ。

木16は、墨書ではないが、判読は難しいものの、片面に圧痕での文字が確認できる。形は上端部

と下端部はともに丸みをおび、下端部にかけて細長くなる。

木17～21は棒状の加工品である。木17は下端部に向かって削り出されている。杭か。木18は一

面を半円形に窪ませ、不等間隔に小孔を穿つ。木19は刻み目付きの棒で、両端部を欠く。16箇所

の刻み目が施され、刻み目の間隔は0.4～0.6㎝と不当間隔である。木20・21は先端部を丁寧に削り

出し、丸みをおびる。木20の先端部は炭化しており、火付棒か。

木22～27は箸である。両先端まで完存するものが、堀の上層から67点、中層から58点、下層か

ら８点、合計133点と多量に出土している。上・中・下層から代表的な長さのものを図化した。調

整は細く割った柾目材に面取りをした丁寧なつくりである。

木28は指樽の栓である。立方体で各面の４隅に面取りがされ、各面中央部は黒漆、面取り部分に

は赤漆を施す。上面には黒漆地に赤漆で「中一」と書く。下面には円柱状の軸が欠損した痕跡があ

∟ ∟
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る。側面には円孔が穿たれ、細い金属管が埋め込まれているのが確認できる。

木29～33は栓である。上部は木29が断面方形、木30～33が断面円形。いずれも下部を削り出

し、下端部を細くしている。木29には、下端から上に2.0㎝の位置に使用時の圧痕がある。

木34～36は糸巻の枠木部分である。木34・35は内より腹面に径0.7㎝の小孔が２箇所穿たれる。

木37はサルの人形である。頭部から腰にかけての部位で、下部に径0.2㎝の孔があり、足部を失

うが足は可動式だったとみられる。

木38・39は櫛である。木38は横櫛で、歯は多くを欠損している。挽き出し技法で作られており、

歯の密度が高いことから用途は梳櫛と考えられる。背と歯の側面に黒漆を施す。木39は歯を全て

欠損しているが、挽き出しの工具痕や歯の根元に毛引き線が確認できることから、横櫛の未製品と

考えられる。

木40～43は人形頭部である。木40は目を表現する刻みがあり、頭頂部は丸い。木41は正面部分

が炭化する。木42・43は削り出しにより鼻を表現する。立烏帽子形。

木44は棕櫚箒である。毛や中心を縛る縄が良好に残存していた。片端面を切り揃える。なお棕櫚

帚の用途は掃除だけでなく、棕櫚は油分が多いことから箪笥や櫛など木製品の艶出しにも使用さ

れていた。

木45～51は箆である。木45は撥状の形態で、刃先が幅広く、全体が薄く刃部分は尖らせる。先

端部を少し欠損する。刃部には漆が付着していることから、漆を塗ったり、はみ出した時にすき

取ったり、混ぜたりする際に使用する漆工道具の箆と考えられる。木46～48は片刃箆である。刃

部分の先端は尖らせる。木46は角材の一方の小口面を残し、片刃に鋭く削り出す。下部には径0.5

㎝の孔が穿たれる。木49～51は片丸箆である。木49には２箇所に穿孔がある。木51の下部には孔

があく。

木52～54・56は用途不明品である。木52は板状で、上部は丸く仕上げ、下端の平坦な部分中央

から棒状の部分が延びる。棒状の下部は欠損する。題箋軸の頭部か。墨書の痕跡はない。木53の上

部は四角く、下部は突き出す。ピック状である。墨書の痕跡はない。木54は板状で、上部は丸く仕

上げ、下部は欠損する。丸箆か。木56は表面を細かく削り出して調整している。

木55は柄である。上部は欠損している。持ち手部分に赤漆を施す。

木57は刀身模造品である。切先から茎までの直刀を表現する。刃先は薄く、茎の先端を欠損す

る。

木58～60は刷毛である。平刷毛の柄部分で、毛は残存していない。刷毛の幅には約11㎝の狭い

ものと15㎝以上の広いものがある。木58・60は２列で紐を縛って毛を挟む。木59は木61のように

紐で縛って毛を挟む孔がないことから、毛ではなく、板などを差し込む可能性も考えられる。

木61は幅広箆状工具である。薄板の上端を両側から部材で挟み、持ち手とする。何かをすき取る

工具と考えられる。

木62は平筆の柄と考えられ、長い板状で先端部が広がる。先端部には毛など他の部品を差込み、

楔を２箇所に打ち込み固定する。平筆か。
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木63～66はミニチュア椀である。ともに横木取で無文である。木63は器高が低く、椀部分が浅

い。高台内が浅く窪む。木64は平面形が楕円形。木66は器高がやや高く、椀部分に深さがある。

高台内が浅く窪む。

木67・68は蓋または底である。木68・69の下面外周部が容器の口縁部に合わせて窪む。

木69～76は漆器である。漆器は、椀・蓋・折敷・器種不明など多くが出土したが、残存状態の

良好な遺物を図化した。木69・70は蓋または底である。木69は両面に漆を施す。木70は片面に黒

漆で模様を描く。木71は椀蓋である。外面に黒漆、内面には赤漆を施す。外面のつまみ内に赤漆で

小振りの梅文を描く。木72～75は椀である。全て横木取であった。木72は平面形と高台部が楕円

形を呈する椀である。内面は赤漆、外面は全体に黒漆を施し、赤漆で丸文を描く。木73は内面を赤

漆、外面は全体に黒漆を施す。木74は内面を赤漆、外面は全体に黒漆を施し、金と赤漆で巴文を３

方向に描く。木75は内面赤漆、外面は全体に黒漆を施し、赤漆で交差した植物文を描く。高台内に

二重の山形の線刻がある。木76は皿である。底部が周縁部以外窪む碁笥底で、体部は斜め上方に短

く立ち上がる。内外面に黒漆を施す。内面に赤漆で描いた細い線を確認できるが、漆が剥離してお

り全体の文様は不明である。

木77・78は球状木製品である。毬杖に用いられる毬の可能性がある。断面は円形で、上下に面

があり、平滑にされる。大小２種類の大きさがある。木77は片面を欠損する。

木79は灯台の受皿部分である。２枚の板を十字に組み合わせ、中央の窪みに灯明皿を乗せて使

用する。組み合わせた板のひと片方には、差し込み部分がある。高さを出すための棒や台などに差

し込むものと考えられる。

木80・81は下駄である。下駄は、全部で５点出土したが、残存状態の良好な遺物を図化した。木

80は台部と歯部を一木で作る連歯下駄である。台部の形は長円形で、歯は直立し、裾部で広がる。

上面の踵のあたる部分に「日」と線刻される。全体に沈着した汚れが残る。木81は台部に歯部を差

込む差歯下駄である。台に枘穴があり、歯が台表まで出ていることから露卯下駄と分類できる。台

部の形は長円形で、指先部などがすり減る。

木82・83は下駄歯である。木82の歯は、木81と同様に２本の小口を台の枘穴に差し込む型であ

る。下端部の木口面は使用によってやや丸く摩耗し、砂利が付着している。歯の付け根が外側にむ

かってやや反り上がっていることから、台の下側が丸みをおびる形状の下駄と考えられる。木83

は１本の小口を差し込む型であると考えられ、２本のものと比べて不安定であるためか鉄釘で接

続部分を補強している痕跡が確認できる。下端部の木口面は使用によって摩耗し、砂利が付着して

いる。

木84～102は用途不明品である。木84は円形の板材に0.8㎝程の孔があく。側面は丁寧に面取り

している。木85は薄い方形板に径0.7㎝の円を毛引き線で書いたもので孔があく。木86は平面形が

三角形で、栓のように下部を削り出す。下端部には穿孔がある。木87は平面形をコの字状に切り出

す。表面は調整されていない。木88は中央に穿孔があり、上面には穿孔の周りに４つの刺し痕、側

面２か所に１つの刺し痕がある。木89の平面形は八角形を呈し、断面は台形、中心には未貫通の孔



がある。木90の平面形は正方形を呈し、断面は中央部が緩やかに盛り上がる。中央に径0.1㎝の穿

孔がある。表面は滑らかに加工される。装飾部品の可能性がある。木91の平面形は十字形状を呈す

る。一端のみが長く尖る。木92の平面形は円環状を呈し、上下両面は平滑に加工される。木93の

平面形は円形を呈し、中心には0.8㎝程の孔があく。木94は両面に線刻で模様が刻まれる。木95は

木簡のような形状であるが墨書は確認できなかった。厚さが0.8㎝と厚く、残存状態は良好である。

木96は錘状木製品か。体部は円柱状を呈し、上部に鰭状の吊下げ部をもつ。吊下げ部には、径

0.4㎝の小孔がある。体部の表面には枝跡が残り、調整はされていない。木97・98は刀状木製品で

ある。１個体と考えられ、木97は持ち手部分を表現し、木98は刃を表現してやや反りあがる。刃

模造品か。木99～102は建築部材か。枘穴や差し込み部などがある。

（４）銭貨・金属製品（図版20、図14）

堀１から、銭貨・金属製品が出土した。

金１は、北宋銭の元豊通寳である。字体は篆書である。

径2.4㎝、厚さ0.05㎝、重さ2.5g。２区上層から出土した。

金２は、剣である。刃は両刃。茎には、目釘穴が２箇

所に穿たれる。作り直しとみられる。鎺
はばき

（銅合金）が残

る。刃の鍔に近い部分である。鎌倉時代とみられる。残存長8.6㎝、幅1.9㎝、厚さ0.6㎝、重さ15.0g。

２区上層から出土した。

（５）動植物遺存体

堀１から、骨・貝・種実などの動植物遺存体が出土した。

骨の内訳は、ウシ・ウマ・ネコの脛骨など、鳥類の複合仙骨、イシガメの背甲・腹甲、ヒトの頭

蓋骨、ブリ属の椎骨である。堀の埋土には貝片や骨片が多量に含まれていたが、基本的にごく小片

であったために、採取及び同定は困難であった。

貝の内訳は、ドブガイとみられるイシガイ科の貝、イシガイ科のマツカサガイで、いずれも淡水

に生息する。

種実の内訳は、モモやウメの核、マツ属複維管束亜属の球果（松ぼっくり）、オニグルミ、アンズ、

メロン類、ヒシなどがある。また、この他植物遺体として、タケ亜科、モウソウチクが出土した。

骨・貝類の詳細な分析については付章１、珪藻などの自然科学分析については付章２で述べる。

註

１）	 平尾政幸「土師器再考」『洛史		研究紀要		第12号』　公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所　2019年
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図14　銭貨拓影（１：２）、　　
											金属製品実測図（１：４）



－18－

５．ま	と	め

（１）調査の概要

今回の調査では、１～３区では御土居の堀底部、３区では堀の西肩法面を検出した。堀は、地山

の粗砂・砂礫層を掘って形成されており、部分的には堀西肩の砂礫層が崩れて流れ込んでいる状

況も明らかになった。今回の調査地の北側の調査地（XF13－１・SM15）では、御土居の堀は幅13

～14ｍであったことから、今回調査の３区南端付近では、調査区外東５～６ｍの新千本通中央付近

の位置に堀の東肩が存在するとみられる。

堀１は、出土遺物から17世紀半ばに埋まり始め、18世紀前半には埋没したことがわかる。

（２）御土居の堀

今回の調査では、１～３区で堀を検出した。近世の絵図や近代の地図、また周辺の調査成果か

ら、この堀は御土居の堀と判断できる。以下では、堀の規模や畝状高まり・堀の埋没状況等の今回

の調査成果とともに、周辺の調査成果と併せて調査地周辺の御土居の方位、堀内部の畝状高まりの

形状と機能について検討する。

今回の調査地における堀の規模と畝状高まり（図版１）

１～３区すべての調査区で堀を検出した。北側の１区では、堀の中央部を検出しており、その検

出規模は東西幅7.8ｍ以上、最も深い場所で深さ1.5ｍであった。南側の２・３区では、堀の西半部

を検出しており、その検出規模は幅7.8ｍ以上、最も深い場所で深さ1.8ｍであった。なお、今回の

調査で堀の東肩は検出していないが、これまでに行われた周辺の調査から、堀の幅は13～14ｍで

あったと復元できる。

１～３区で堀の内部に畝状高まりを確認した。１区北半では、南北方向の堀に直交する東西方向

の単独とみられる畝状高まりを２本検出した。この高まりは上面幅0.2～0.4ｍ、下面幅1.1～1.8ｍ、

高さ0.2ｍと小規模で、高まりと高まりとの間隔は6.7ｍである。

１区南半では東西方向と南北方向、２・３区では東西方向の畝状高まりを検出した。これらの畝

状高まりの規模は上面幅0.1～0.2ｍ、下面幅1.5～2.1ｍ、高さ0.3～0.5ｍのものが多く
１）

、東西方向

の高まりと高まりとの間隔は3.0～4.2ｍである。１区南半では、想定される堀の幅のほぼ中央に南

北方向の高まりが存在し、その西側に東西方向の高まりが３～４ｍ間隔にみられ、土坑が南北に並

んだような形状といえる。２・３区でも東西方向の高まりの形状が類似することから、想定される

堀の中央（Y=-23,594～-23,593）付近に南北方向の高まりが存在すると考えられる。

堀の埋没状況

堀の断面観察や自然科学分析の結果に基づき、ここでは、堀が掘削されてから完全に埋没するま

での堀の環境を復元する。

今回の調査では、堀の埋土を上・中・下層の３層に分けたが、自然科学分析の結果から、埋土は



４層に大別できることが明らかとなった。調査では土質により２区東壁断面（図版６・７）の13・

14層を下層としたが、自然科学分析（付章２）の結果から、13・14層は中層に分けることが妥当

と考える。以下、堀の埋土は上層（３・４層）、中層（５～14層）、下層（15～17層）、最下層（29

～38層）とする（図15）。

堀の最下層から上層まで、泥が堆積していることから、調査地周辺は築造当初から水が湛えられ

た水堀であり、その後も水が溜まるもしくは流れる環境であったことがわかる。

堀の埋土最下層は、畝状高まりと高まりの間に確認した粘土・細砂などである。29層は珪藻分析

から、有機質を含まず、珪藻も著しく少ないことがわかった。33層は畝状高まりの崩落土である。

最下層はごく短期間に溜まった泥や砂と崩落土で、築造当初の堆積とみられる。

埋土下層は、畝状高まりをわずかに超す高さまで溜まった泥である。珪藻分析から、付近は安定

した水域であるが、水深は浅く汚濁した湿地のような状況が復元できる。御土居機能時の堆積とみ

られる。

埋土中層は、下層と比較して砂の混じった粘土層が厚く堆積する。珪藻分析では、中層が堆積し

た時期には水深が深くなり、水が流れる環境となった。流水していたため水質も綺麗だったよう

で、中層が堆積する時期、堀の水域環境が大きく変化したといえる。また粘土層と粘土層の間に、

厚さ10㎝ほどの砂層の波状堆積（図版７－８層）を調査区全体で確認した。洪水により砂が流れ込

んだとみられる。江戸時代の『京都惣曲輪御土居絵図』（元禄15年(1702)作成）（図16）によると、

御土居の土塁を切り通し、道や洛中から堀へと続く排水路が作られている。図16の御土居絵図で

は、調査地周辺の現五条通から七条通にかけて土塁を切り通して作られた道が５本確認でき
２）

、その

道に沿って排水路も設けられた様子が描かれている。このように絵図からも江戸時代の堀には、洛

中を流れる河川や排水が流れ込んでいたことが確認でき、しばしば洪水砂も運んできたと考えら

れる。この頃には本来の御土居の堀としての機能を終え、江戸時代の水路として機能した堆積とみ

られる。

埋土上層には有機物を多量に含む粘土が堆積していた。中層が徐々に埋没し水位が低くじめじ

めした湿地（上層）となり完全に埋没したとみられる。堀は江戸時代の水路としての機能も終え、
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図15　堀埋土の層序区分対応図
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図16　調査地周辺の『京都惣曲輪御土居絵図』
　　（一部加筆）（京都大学総合博物館所蔵）

図17　調査地周辺の御土居の堀の復元ライン（１：4,000）
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廃絶したようである。

御土居の方位（図17・18、表４）

今回の調査では、上述の通り、１～３区すべての調査区で堀を検出した。１～３区は南北に直線

状に並ぶが、北側の１・２区では堀の内部を、南側の３区では堀の西肩法面を確認している。すな

わち、今回の調査地では堀が北で西にやや振れていると想定できる。

今回の調査地周辺では、調査３・７・11・12・21・23・24で堀を確認しており、各調査区の堀

の位置を図17に示した。京都市の遺跡地図では、御土居の方位は五条通以北では北で西にやや振

れた南北方向で、五条通以南ではほぼ正方位としているが、調査成果により、五条通の調査11から

七条通の北で御土居がクランクする箇所の調査３まで、堀が北で西に３～４度振れていたことが

わかった。

御土居における障子堀の形状と機能（図18・19、表４）

今回の調査で検出した御土居の堀の内部には、東西・南北方向の畝状高まりを検出した。調査地

周辺では、これまでにも御土居の堀とその内部に畝状高まりを確認している。現在のところ、五条

通以南の調査11・23・24から今回の調査地にかけて、さらに御土居が屈曲した調査３
３）

でも検出し

ている。調査11から調査３にかけて堀内部に畝状高まりが存在したと想定した場合、総延長は750

ｍに及ぶ。

これらの調査で検出した畝状高まりの形状は、①東西方向と南北方向の２方向の畝状高まりが

存在するもの（今回の調査１区南半～３区、調査３、調査23・24）、②堀に直交する東西方向の畝

状高まりが単独で存在するもの（今回の調査１区北端、調査11）と、大きく２タイプに分けること

ができる。

さらに①には、東西方向・南北方向の畝状高まりともにそれぞれの間隔に規則性がないもの（調

査23・24）、南北方向の畝状高まりを中心に隅丸方形の土坑が連続するような形態をもつもの（今

回の調査、調査３）がある。また②にも畝状高まりの高さが40～60㎝の高いもの（調査11）、10

～20㎝ほどの低いもの（今回の調査１区北端）がある。このように、調査地周辺の畝状高まりはそ

の規模や間隔などが異なる様々なタイプが存在する。

調査24の報告書でも触れたが、堀内にみられた畝状高まりは、城郭の堀の形態の一つである障

子堀（堀障子）ということができる。

障子堀は発掘調査により全国の城郭で様々な形態が確認されている。井上哲郎氏は堀の方向と

平行に畝を設けるＡ類、堀に単独或いは一列に連続する畝を設けるＢ類（Ｂ－Ⅰ類～Ｂ－Ⅲ－２類の

４分類）、堀に二列以上連続し平面的に広がるものＣ類（Ｃ－Ⅰ類～Ｃ－Ⅲ類の３分類）の３型式計

８類の分類案を提示している
４）

。

これらに基づくと、御土居の堀で検出した畝状高まり①・②いずれのタイプも障子堀というこ

とができる。ただし、タイプ②の非常に低い畝状高まり（今回の調査１区北端）については、故意

に掘り残したのか、障子堀としての機能を果たすのか等は不明であり、作業単位であった可能性も

考えられる。
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図18　御土居主要調査地点位置図（１：40,000）
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表４　御土居主要調査一覧表
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図19　調査地周辺における堀の畝状高まり（１：400）



なお、御土居には畝状高まりのない堀も確認していることから（調査１・６北側・15・18）、場

所により堀の構造が異なっていたことが指摘できる。

障子堀は、近世の軍学書である有澤武貞『兵法抜書　夫之抄私解』（1707年）や津軽耕道『武教

全書諸説詳論家伝秘抄』（1713年）などによると、堀底に縦横や横に障壁を置く、畝を立てるもの

とされる。障壁（畝）の規模については、『武教全書諸説詳論家伝秘抄』で「広さ或いは一尺、二

尺ばかりにも、乃至それよりも細くとも」と、縦横に畝をおくと記されており、詳細な規定はな

かったようである。

障子堀の機能は、畝による堀底の移動制限や畝により滞水した堀底に深泥が溜まることによる

防御機能、堀掘削時の湧水の調整機能、標高差のある地形に掘られた堀の底に滞水させるための保

水機能などが先述の軍学書に記される。

調査地周辺の御土居の堀は水堀であり、畝状高まりと畝状高まりとの間には泥が溜まっていた

ことから、防御機能としての効果が窺える。また、中世城郭研究会のシンポジウム『「障子堀」の

新展開』の中で、広瀬季一郎氏や井上哲朗氏は堀掘削時に土を運搬するための作業用通路としての

機能や、畝を掘り残すことで、堀の掘削土量が減るという利点も挙げている
５）

。調査24の報告書でも

記したように、今回の調査の畝状高まりにも、堀掘削時の作業用の通路や湧水対策のための機能も

あったとみられる。

丹波口

では、なぜこの付近の掘には畝状高まり、いわゆる障子堀を取り入れたのか、最後に少し検討し

たい。

今回の調査地の南東約300ｍには、京七口の一つである丹波口（図18）が存在する。丹波口は、

丹波から山陰へ向かう山陰道（現七条通とほぼ同位置）に通じる京の出入口であり、御土居築造当

初から存在したとみられる
６）

。

御土居に設けられた丹波口は七条千本を北に上がった位置（図16	㋑）にあり、丹波口付近の御

土居はクランク状に折れ曲がっていたことが御土居絵図からもわかる。なお、御土居絵図では、現

七条通の位置に切り通された口（図16	㋺）も存在するが、正保元年（1644）に幕府から命じられ、

作成された「正保山城国絵図」では図16	㋑の位置にのみ口が開いているため、図16	㋺は正保年間

から元禄15年の間に切り通されたものとみられる。

この「正保山城国絵図」によると、当時の山陰道もクランク状に折れ曲がっていた
７）

。このように

丹波口は、御土居と山陰道がいずれも屈曲する複雑な構造であったことが指摘できる。直線状に人

が往来できない構造は、一度に多くの人が京内に入って来られないように工夫した結果とみられ

る。このような往来の多い場所であったため、堀の内部に防御機能をもつ畝状高まり（障子堀）を

採用し、丹波口の防御性を高める意味があったと推測できる。
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註

１）	 	２・３区では東西方向の畝状高まりを10本確認している。畝状高まりの高さは0.2ｍの低いものが２

本、0.7～0.8ｍの高いものが３本であるが、0.3～0.5ｍのものが５本と多い。

２）	 	５本の道のうち東西方向の御土居に通された道（図16	㋑）は、御土居築造時から開いていた丹波口

である。

３）	 	調査３の畝状高まりについて、丸川氏は「第６回平安京・京都研究集会」での発表の際に障子堀と指

摘があったものの、城郭の障子堀と規模や形状が異なることから、堀を掘削する作業工程の中で生じ

た高まりであるとした（丸川義広「御土居跡の発掘調査とその成果」『日本史研究420』1997年）。今

回の一連の調査成果から、畝状高まりが連続する状況や修復された痕跡（今回の調査）、畝状高まり

高まりの上面を平坦にして礫を敷いた状況（調査23・24）などを確認しており、作業工程の中で自然

と発生したのではなく、故意に畝状高まりを形成したことが明らかとなったため、調査３の畝状高ま

りも障子堀と考える。

４）	 	井上哲郎「第２章　検出遺構について　第１節　障子堀の分類と編年」『千葉県文化財センター　研

究紀要20』　財団法人千葉県文化財センター　1999年

５）	 	八巻孝夫編『中世城郭研究　第30号』　中世城郭研究会　2016	年

６）	 福島克彦「第三章「惣構」の展開と御土居」『都市』前近代都市論の射程　仁木宏編　2002年

７）	 福島克彦氏にご教示いただいた。
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付章１　御土居の堀跡出土の動物遺存体と大型植物遺体
　　　　　　　　　　　　　　　　関　晃史（公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　丸山真史（東海大学人文学部）

ここでは、主に堀１（御土居の堀跡）から出土した動物遺存体と大型植物遺体について報告す

る。堀１の堆積層における推定年代は下層が17世紀中頃、上層が17世紀末～18世紀であり、江戸

時代前期から中期に相当する資料群である。報告する遺存体については、いずれも発掘調査時に取

り上げられたものであり、篩選別等による均一的な遺存体組成ではない。

動物遺存体（表１、図１・２）

堀１（御土居の堀跡）から出土した動物遺存体は24点であり、貝類、魚類、鳥類、哺乳類、爬虫

類を確認した。

貝類は２・３区の中層から下層にかけて、淡水に生息するイシガイ科の二枚貝が５点出土した。

いずれも遺存状態が悪く、破片や殻皮の状態である。うち１点は殻頂周辺にみられる顕著な顆粒か

らマツカサガイとし、２点は大型で１点をドブガイ類、もう１点をドブガイ類の可能性が高いもの

とした。過去の御土居の堀の調査においてもイシガイ科の淡水に生息する二枚貝は出土しており、

堀に生息していたものと考えられる。

魚類は２区の中層から出土した１点があり、ブリ属の椎骨である（図２－№１）。

鳥類は２区の下層から出土した１点があり、カモ亜科の複合仙骨でカルガモより大型である（図

２－№２）。

哺乳類はネコ４点、ヒト４点、ウシ７点、ウシ／ウマ１点が出土した。

ネコは３区中層からまとまって頭蓋骨（図２－№３）、左肩甲

骨（図２－№４）、左上腕骨（図２－№５）、右脛骨（図２－№

６）が出土した。№３の頭蓋骨には、右後頭骨と右頭頂骨を横断

して前後方向の亀裂が走り、骨折痕と推測される。線上に陥没し

ているが、骨増殖がみられ、治癒したものと考えられる。このこ

とから、骨折の際に死亡したものではないと判断できる。これら

ネコの骨については同一個体に属するものと考えられる。

ヒトは１区上層から出土した頭頂骨と左右不明脛骨？。２区

上層から出土した右頭頂骨２片（図２－№７-１・２）。３区中層

から出土した後頭骨（図２－№８）がある。１区上層から出土し

た脛骨？は両端部を欠く。表面には不整形な凹凸が見られ、骨梅

毒症状の可能性がある。また、数条の鈍く浅い掻き傷があり、遺

構埋没以前に犬などによって噛まれた可能性がある（図１）。№
図１　ヒト脛骨？骨幹部
（梅毒病変？と噛痕）
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７-１は前頭部との冠状縫合と左側頭骨との矢条縫合箇所が残り、右頭頂骨孔が確認できる。№７-

２は右側頭骨と接する鱗縁部が残る。両片は接合しないものの、骨厚や骨質から同一個体に属する

ものと考えられる。№８は上部と下部の一部を欠くが、左右頭頂骨と関節するラムダ縫合が残り、

下部では大後頭孔の背側縁が残る。外後頭隆起は成人男性にみられる顕著な発達は確認できない。

ウシは１区下層からまとまって右脛骨近位端（図２－№10）、左脛骨近位端（図２－№11）、左

脛骨遠位端（図２－№12）、左脛骨近位端の破片４点を確認した。そのほかウシ／ウマの脛骨遠位

端（左）がある。このうち図示した№10～12は、骨幹部から人為的に外されたものである。№10・

11は後位から前位に向けて鋸を挽いて２/３程度の切込みを入れ、残りを割り取っている。№12は

痕跡が明瞭ではないが直線的に切断される。その他の近位端破片４点とウシ／ウマ左脛骨は遺存

状態が悪いため加工痕等は確認できないが、骨幹部の出土が無いことから、これらも切断されたも

のの可能性がある。

爬虫類は、２区中層でイシガメの甲羅を確認した（図２－№９）。背甲の約１/３、腹甲の約１/

６が遺存する。背甲と腹甲がともに残ることから、人為的な廃棄物ではなく、堀に生息していたも

のと考えられる。

表１　堀１出土の動物遺存体一覧表
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図２　堀１（御土居堀）出土の動物遺存体



大型植物遺体（表２）

大型植物遺体は下記の通りである。

堀１埋没後の耕作土からは、オニグルミ堅果２点、モモ核１点が出土した。堀１上層からはオニ

グルミ堅果９点、クリ堅果１点、アンズ核１点、ウメ核１点、ウメ／アンズ核破片１点、モモ核５

点、ゴキヅル種子８点、トウガン種子１点、マクワ・シロウリ型メロン類種子12点、モモルディカ

メロン型メロン類種子13点、そのほか二葉松類の球果７点が出土した。中層からは、オニグルミ堅

果７点、クリ堅果１点、モモ核４点、ゴキヅル種子１点、そのほか二葉松類の球果３点が出土した。

下層からは、モモ核１点、オニビシ果実10点が出土した。タケ亜科については全調査区の各層から

多く出土している。いずれも加工痕を残すものは確認できず、個体数も判別が困難なため不明であ

る。１区上層からモウソウチクの可能性のあるものが１点出土している。

考察

上述した動物遺存体は、本調査地から北300ｍ地点で行った平安京右京六条一坊三町跡・御土居

跡の発掘調査において17世紀代に埋没する堀13（御土居の堀）から出土した動物遺存体とよく似

ており、そこでは貝類のセタシジミ、イシガイ科二枚貝、魚類のブリ属、哺乳類のネコ、イヌ、ヒ

ト、ウシを確認している
１）

。特にウシは右脛骨近位端に№10～12と同様の加工痕が残るものが３点

出土している。出土した層位に違いはあるものの、17世紀代にウシの脛骨の骨幹部を用いた骨製品
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表２　堀１出土の大型植物遺体一覧表
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製作が付近で行われていたことは間違いないであろう。また、ウシのその他の部位が出土していな

いことから、四肢骨または脛骨が材料として搬入されていた可能性がある。一方で調査地から南50

ｍ地点の平安京右京七条一坊二町跡・御土居跡の発掘調査においては、濠298（御土居の堀）の江

戸時代中期以降と推定される上層からウシ右寛骨やウシ／ウマ椎骨が出土しており
２）

、中期に入る

と少し様相が異なる。

大型植物遺体については、下層で出土量が少なく、中層から上層にかけて出土量が植物種と共に

増加する。この傾向は漆器椀や箸といった食膳具の出土傾向とも一致しており、堀への廃棄か、堀

に注ぐ水路からの流入かは不明であるが、食用となる植物遺体については生活廃棄物が多く含ま

れている可能性が高い。一方、マツ属複維管束亜属と呼ばれる二葉松類の球果や大量に出土したタ

ケ亜科とした竹笹類は、過去の調査においても御土居の堀跡から多く出土しており、『上下京町々

古書明細記』などに書かれる、御土居土塁に植えられた木や竹にあたる可能性がある。

終わりに、ここまで動物遺存体や大型植物遺体から近年の調査成果を踏まえて考察を行ったが、

この地点から南東に約1.5㎞離れた京都市南区西九条周辺の御土居の堀跡からも、動物遺存体は多

数出土しており、木製品にも工具や人形などといった共通点がみられることから、御土居の全体的

な関連性についても、今後検討していきたい。
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付章２　御土居の堀跡堆積物の珪藻分析
株式会社パレオ・ラボ

（１）はじめに

京都府京都市下京区の中央卸売市場の敷地において、「御土居」の堀跡が見出された。この堀跡

の堆積物の珪藻分析を行い、堆積環境の検討を行う。

（２）試料と処理方法

試料は、２区東壁断面より不撹乱柱状試料として採取した。図１に調査地点の位置、発掘調査時

に記載された２区東壁の断面図と堆積物の層相、採取した不撹乱柱状試料の写真、試料採取地点の

堆積状況を記載した柱状図と試料採取層準を示す。分析試料は、不撹乱柱状試料から採取した試料

番号１～13の13点の泥質堆積物である（表１）。

各試料について以下の処理を行い、珪藻分析用プレパラートを作製した。（1）乾燥させ、秤量し

た試料をビーカーに移し、30％過酸化水素水を加えて加熱・反応させ、有機物の分解と粒子の分散

を行った。（2）反応終了後、水を加え、１時間程してから上澄み液を除去し、細粒のコロイドを捨

てる。（3）遠心管に回収した懸濁残渣をシリンジで適量取り、カバーガラスに滴下し、乾燥させた。

乾燥後は、マウントメディアで封入し、プレパラートを作製した。

各試料のプレパラートに対し、珪藻殻300個以上、少なくとも100個以上を目安に同定・計数を

行った。ただし、珪藻殻の含有量の少ない試料については100殻以下で計数を終えた。また、希釈

率と検鏡面積から、試料の乾燥重量１ｇあたりの珪藻殻数（破片含む）を求めた。

（３）結果

検出した珪藻は31属57種68分類群に同定された。計数結果を表２に、珪藻ダイアグラムを図２

に示した。珪藻ダイアグラムにおけるプラス（＋）は３％以下の産出を、アスタリスク（＊）は検

出数100個以下での産出を示す。また、検出した珪藻のうち、結果・考察において重要な種の写真

を図３に付す。次に、各試料における産出珪藻の特徴について、下位から順に述べる。種の特徴の

説明にあたっては、千葉・澤井（2014）により再検討された環境指標種群（表３）と、渡辺ほか

（2005）に記載された種ごとの有機汚濁への耐性とpHへの適応能を用いた。千葉・澤井（2014）の

環境指標種群に登場しない生息環境未分類の種については、海水から淡水までの水域ごとに不明・

不定種（U1～U5）を設けて分け、淡水域に生育し、複数の環境をまたぐ生態をもつ場合には広布

種（W）に分類した。渡辺ほか（2005）に記載のない種は未詳なため、水質は可能性・傾向として

理解されたい。

３層（試料１）と29層（試料13）以外の11試料で300個以上の珪藻殻を検出した。29層（試料

13）は珪藻の含有量が少なく、従来は計数しない破片も計上した。同定できた12個の珪藻殻は、陸
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生A群（Qa）で好汚濁性、好アルカリ性のLuticola	mutica や陸生B群（Qb）で好汚濁性、好アル

カリ性のDiadesmis	confervacea が検出された。

17層下部（試料12）では344個の珪藻殻を検出し、乾燥重量１gあたりの珪藻殻数は１×107個

と推定される。中～下流性河川（K）で好清水性、中性のPlanothidium	lanceolatum と広布種（W）

で好清水性、中性のNavicula	 oppugnata が多く検出された。有機汚濁に対しては好清水性種が多

く、pHに対しては中性種が多く見られた。

17層上部（試料11）では338個の珪藻殻を検出し、珪藻殻数は８×107個と推定される。中～下

流性河川（K）で広適応性、好アルカリ性のMelosira	varians と最下流性河川（L）で好汚濁性、好

アルカリ性のCyclotella	meneghiniana、広布種（W）で広適応性、真アルカリ性のNitzschia	

acicularioides の３種の産出率がそれぞれ10％を超えている。17層下部（試料12）から変化して、

有機汚濁に対しては広適応性種が多く、pHに対しては好アルカリ性種が多く見られた。

16層（試料10）と15層（試料９）は似た産出傾向であった。16層（試料10）では343個、試料

９では338個の珪藻殻を検出し、珪藻殻数はともに、１×108個と推定される。淡水不定・不明種

（U5）で好汚濁性、好アルカリ性のStaurosira	construens	 var.venter が約60％を占めた。有機汚濁

とpHについては、60％を占めるStaurosira	construens	 var.venter に寄り、好汚濁性、好アルカリ

性の種が多い。

14層（試料８）から６層下部（試料６）は比較的似た産出傾向を持つ。14層（試料８）から６

層下部（試料６）で検出した珪藻殻の数は順に370個、351個、342個であり、珪藻殻数は１×107

個、７×107個、７×107個と推定される。Staurosira	construens	 var.venter の産出が減り、Melosira	

varians や広布種（W）で広適応性、好アルカリ性のAchnanthes	hungarica の産出が特徴的である。

有機汚濁について好清水性種と好汚濁性種では好汚濁性種が多く、pHに対しては好アルカリ性種

が多く見られた。

６層中部（試料５）から５層上部（試料２）は、14層（試料８）から６層下部（試料６）の産出

傾向に似るが、上述の種に減少傾向が見られる点で異な

る。６層中部（試料５）から５層上部（試料２）で検出し

た珪藻殻の数は順に350個、358個、336個、395個であり、

珪藻殻数は１×108個、３×107個、２×107個、３×107個

と推定される。Staurosira	 construens	 var.venter と

Melosira	varians、Achnanthes	hungarica の産出率が上位

ほど減る。Planothidium	 lanceolatum のやや多い産出が特

徴的である。５層上部（試料２）では広布種（W）で好清

水性、中性のNavicula	cryptotenella が多く見られる。有機

汚濁に対しては、６層下部（試料６）から５層下部（試料

３）で好清水性種と好汚濁性種では好汚濁性種が多く、５

層上部（試料２）では好清水性が優先する。pHに対して

表１　試料リスト
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図１　調査地点の位置と層序および分析試料採取位置
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表２　堆積物中の珪藻化石産出表
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表３　本分析で登場した環境指標種群

図３　産出した珪藻殻



－39－

は、６層中部（試料５）と６層上部（試料４）で好アルカリ性種が多く、５層下部（試料３）と５

層上部（試料２）で中性種が多く見られた。

３層（試料１）では106個の珪藻殻を検出し、珪藻殻数は４×106個と推定される。陸生B群の

Diadesmis	confervacea と陸生A群のHantzschia	amphioxys、Luticola	mutica の産出が見られる。

（４）考察

調査地点の御土居の堀は、堀底に畝状の高まりを有する障子堀からなる。堀の深さは約1.8ｍで、

底部の畝状高まりの高さは約0.8ｍである。障子堀の凹地は、基底部に塊状無層理をなす、有機質を

含まないシルト質粘土（泥）の29層が薄く堆積した後、生物等の擾乱により塊状構造をなす有機質

混じり泥～有機質泥からなる17～13層で充填されている。17層～15層は障子堀の凹地内に水平に

堆積し、特に16層・15層では有機質含量が相対的に多くなる層準を挟在している。これに対して、

14層・13層は畝状高まりを覆うように堆積する、均質な有機質泥からなる。また14層からは、水

面に葉を広げる浮葉植物のヒシの種子が出土している。13層の上位では層相が変化し、植物遺体葉

理を含む葉理構造が発達する砂質泥～泥質砂層の９層、葉理構造が確認される泥混じり細粒・中粒

砂層の７層が積層する。上方粗粒化し、水流によって形成される葉理構造が確認されるようにな

る。その上位には砂質泥～有機質泥からなる６層・５層が累重する。６層下部には不連続な細粒砂

の薄層を挟在するが、６層上部から５層にかけて挟在しなくなる。なお、９層から６層下部までの

堆積物は変形しており、新旧の堆積物が同時に変形しているようにみえる。５層の上位には木製品

などを含む植物遺体が集積する４層、著しく擾乱された塊状無層理をなす砂混じり泥の３層が累重

する。発掘調査時の層序区分では、29層～13層が堀１下層、９層～５層が堀１中層、４層・３層が

堀１上層に大区分されており、出土遺物の時代性から、堀１上層が17世紀末～18世紀、堀１下層

（38～13層）が17世紀半ばに形成されたと推定されている。また、石川・辻（2022）は、18	世紀

初頭の「御土居絵図」に御土居の堀が図示さていないことから、16世紀末～18世紀初頭までに累重

したことを推定している。以上の層相を踏まえ、珪藻化石群集から推定される堀の堆積環境につい

て検討する。

障子堀基底の畝状高まりの凹地を充填する堆積物のうち、凹地底に堆積した泥層の29層は、珪藻

殻数が著しく少なく、水域環境を特定することが難しい。ただし、少ないながら陸生珪藻や好清水

性種が産出する状況と堆積状況から、29層は堀開削後の滞水域において、堀斜面などの表層物質が

流入して、ごく短期間に形成された堆積物と推定される。17層からは水生珪藻が豊富に産出するこ

とから比較的安定した水域環境が継続していたことが推定される。

17層では中～下流性河川（K）や最下流性河川（L）の産出や好清水性種が多く見られ、流水環

境であった可能性が考えられる。16層（試料10）と15層（試料９）では、河川指標となる珪藻が

減少し、湿地環境で多産した例（石川ほか，2014）のあるStaurosira	construens 	var.venter が多産

しており、やや汚濁したアルカリ性の停水域だった可能性がある。以上のことと堆積状況から、17

層から16・15層形成期にかけて、滞水域の水位が低下し、水深の浅い湿地のような水域に変化した
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ことが推定される。

14層（試料８）から５層下部（試料３）では中～下流性河川種（K）が増加する。また、比較的

多産する広布種（W）のAchnanthes	 hungarica は、河川沿いの河成段丘、扇状地、自然堤防、後

背湿地などに出現して、流水に適応した水中の底で付着生活する種群でもある。これらの群集組成

から、流水環境であった可能性が考えられ、水質も徐々にきれいで中性の水質に推移している。５

層上部（試料２）で好清水性が増えており、きれいな水の流れる流水環境が推定される。珪藻化石

群集の変化と、現地での堆積状況をふまえると、14層から５層形成期の堀内は、基本的には緩やか

ながら水の流れが生じながら、わずかに水の交換があるような水域環境に変化したと考えられる。

ただし、９層・７層形成期には、河川や水路などの堀以外の場所から、洪水堆積物などが流入した

ことが推定される。

３層（試料１）では陸生珪藻が多く、堀内の水位は低下し、ジメジメとした陸地となったと推定

される。

以上、今回調査地における御土居の堀は、開削後、多少の水域環境の変化が生じていたが、基本

的には滞水環境が継続していたと考えられる。調査時の層序区分に基づいて堆積環境を整理する

と、堀１下層の下部形成期は、水位変動のある、水深の浅い、汚濁したアルカリ性の停水域であっ

たが、上部形成期になると、水深が大きくなるともに、周囲の河川や水路から水が供給され、きれ

いで中性の水が流れる環境へ変化し、水質改善されていたことが推定される。堀１中層形成期にな

ると、周囲から砂質堆積物や泥質堆積物が流れ込む状況が認められたが、基本的には水深のある水

が流れる水域環境が継続していたとみられる。堀１上層形成期には、埋積の進行に伴って水位が低

下し、湿地化したと推定される。

御土居の堀の珪藻化石群集は、本地点の北側約300ｍに位置する平安京右京六条一坊三町・七条

一坊一町、御土居跡の堀でも確認されている（石川・辻，2022）。そこでの堀の堆積状況は、堀埋

土下部の畝状高まりに仕切られた凹地をなす堀底の９層で富栄養化した底部に泥が堆積する極浅

い滞水域、堀埋土中・上部の６層・５層で相対的に水深が大きくなり、緩やかな水の流れのある、

わずかに水の交換があるような水域環境に変化していることが確認されている。このような堆積

状況は、今回調査地の結果とも良く一致しており、御土居南西部の堀内の普遍的な堆積環境を反映

している可能性が高く、障子堀の畝状高まり充填後に水域環境が変化していることが推測される。

（石川　智・辻本裕也）
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付表１　木製品一覧表
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